「質問」
「本道における馬鈴しょ及び馬鈴しょでん粉をめぐる情勢について」
馬鈴しょの生産費は、肥料の高騰でさらに高くなると思われますが、生産者の利益（所得）　　　　　　　を確保する対策は何かあるのでしょうか？
「回答」
お問い合わせありがとうございます。
肥料高騰の状況を踏まえ、国や道では肥料費増加分の一部を支援する肥料高騰対策を実施しているところです。また、中長期的視点での生産者の所得確保のためには、他のコスト減又は収入増に取り組む必要があり、販売価格の引き上げに向けて買入側と交渉を続けている状況にある他、肥料や農薬の投入量やその他のコストの見直し等、持続的な生産体系の構築に取り組んでいく必要があると考えています。
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「インファロー散布を活用したばれいしょ害虫の防除法の確立」
インファローに関して、種ばれいしょ場の場合についてですが、ウイルス病の感染防止を考慮した場合のアブラムシに対するインファロー散布残効期間はどれくらいと考えればよいでしょうか。

「回答」
お問い合わせありがとうございます。
今回の課題ではウイルスの感染状況までは見れていないので、正確な残効期間は不明ですが、少なくとも今までの防除体系で使用されてきた粒剤以上の残効はありますので、粒剤と置き換えて使用すれば問題ないと考えられます。
